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SUMMARY 
Adjectives are generally introduced in the early stage of introductory level in the field of 
Japanese language education, and they have been assumed that they have concise structures. 
However this is not always the case. This paper focuses on an special adjective “takai” that 
have polysemy as follows: high, tall, expensive etc.. In this paper, I attempt to propose an 












(1)  彼女は高い。 
(2)  彼女は背が高い。 
(3)  その靴は高い。 
(4)  その靴はヒールが高い。 
 





























(5)  夏目さんは目が大きい / 背が高い / 頭がいい。 
(6)  東京は交通が便利だ / 人が多い。 









ように、その中心義は『上方への距離が大きい』（北原 (編), 2010, p. 1041）<次元性>
とされ、そこから派生した多義として、温度などを修飾する<度合い>や、評判など上
方向に限らない方向性の尺度を示す<範囲>、値段などを表す<価値>の意味を有する。 































状態。（Yahoo! 知恵袋, 2008） 
(9) 空が高い。白い鳥も消えていた。（川端裕人, 2001,『ニコチアナ』） 
(10) 峡は有名な天険で、かつては怖ろしい水難の場所であり、奇怪な岩が高く低く
入り乱れていたという。（清岡卓行, 1986, 『李杜の国で』） 




に住んだ方がいい。２．何があってもすぐかけつけられる（Yahoo! 知恵袋, 2005） 
(14) 平和台の土地が高いことに対する僻みもおそらくあるのだろうけれども。（松本
峰雄, 1940, 『人権と私たちの暮らし』） 





博, 1992, 『プロも見落とす家づくりの急所』） 














































ますね。（Yahoo! 知恵袋, 2005） 



















































表 1 場所名詞を基準とした用法の区分 
 場所名詞 物名詞 
<次元性>表出 (a) 直接修飾 
 
(b) が格の補填 


























































9 「アパートの全長」の要素が、一般性(+) 内在性(+) 慣習性(-) 特徴性(-)に対して、
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² Write down what mean the words「高い」of a~h. 
² When you take a sense, you can use your language or Japanese. 
a. この ペンは 高
たか

















い。（	 high	 ） 
e. Macの パソコンは 高
たか
い。（	 expensive	 ） 
f. このマンションは 高
たか












い（	 tall	 ） 
 
² Classify the above sentences into 2 categories by property of the nouns. 
 
category A ＜	 place	 ＞（ b, d, f, h 	 	 	 ） 
category B ＜	 object / person	 ＞（ a, c, e, g 	 	 	 ） 
 
² Guess what characterize have the nouns when mean <high /tall>, and 
when use a special sentence pattern [Topic は  Specific point が 
Adjective です]. 
 
 place object / person 
<high /tall /prominent> ◯ need Specific point が 
<expensive> ordinary topic ◯ 
  
